秋 夜 

火鉢に 炭 を 継がう としたら、 炭が もう 二つし かな か 

つた。 炭 取の 底に は 炭の 粉の 中に、 何 か 木の葉が 乾 反 

つて ゐる。 何処の 山から 来た 木の葉 か 9 —— 今日の 夕 

きそ たけ 

刊に 出て ゐ たので は、 木 曾の おん 岳の 初雪 も 例年より 

ずっと 早かった らしい。 

「お父さん、 お休みな さいご 

しゅぬ リ むろ ふさいせ い かりとじ 

古い 朱塗の 机の 上に は 室 生 犀 星の 詩集が 一 冊、 仮綴 

の 頁 を 開いて ゐる。 「われ 筆と る こと を 憂し となす」 

—— これ はこの 詩人の 歎きば かりで はない。 今夜 も ひ 



きたかぜ あ ふ 

たまたま 北風に 煽られれば 一 度に 褐色の 葉 裏 を 見せる。 

さう して 男らしい 笑 ひ 声 を 挙げる。 

やばん 

しかし 椎の木 は 野蛮で はない。 葉の 色に も 枝ぶ りに 

ど こ つちか 

も 何処か 落着いた 所が ある。 伝統と 教養と に 培 はれ 

た士 人に も恥ぢ ないつつ まし さが ある。 懈の木 はこの 

せめ 

つ つまし さ を 知らない。 唯 冬との※ 〔# 「門 < 兒」、 332- 

下ゼ U ぎ 合 ひに 荒荒しい 力 を 誇る だけで ある。 同時に 

こはるび たはむ くす 

又 椎の木 は 優柔で もない。 小春 日と 戯れる 樟の 木の 

そよ ぎ は椎の 木の 知らない 気軽 さで あらう。 椎の木 は 

もっと 憂鬱で ある。 その代り もっと 着実で ある。 

椎の木 はこの つ つまし さの 為に 我我の 親しみ を 呼ぶ 



ふはく 

ので あらう。 又 この 憂鬱な 影の 為に 我我の 浮薄 を 戒め 

るので あらう。 「まづ たのむ 椎の木 もぁリ 夏木立」 — 

ばせ を ぜん 

I 芭蕉 は 二百 余 年 前に も、 椎の 木の 気質 を 知って ゐた 

ので ある。 

椎の 木の 姿 は 美しい。 殊に 日の 光の 澄んだ 空に 葉 照 

りの 深い 枝 を 張りながら、 静かに 聳えて ゐる姿 は 荘厳 

を を 

に 近い 眺めで ある。 雄雄しい 日本の 古 天才 も 皆 この 椎 

お き 

の 老い木の やうに、 悠悠と しかも 厳粛に そそり 立って 

ゐ たのに 違 ひない。 その 太い 幹 や 枝に は 風雨の 痕を残 

した 儘。 …… 

なほ 最後に つけ 加へ たいの は、 我我の 租先は 杉の 木 



うつ にし まど 

(おや。 何 か 映って ゐる！ うつす り 日の さした 西 窓 

の 障子に。) 

こもん をん なば ぉリ 

その 小紋の 女 羽織 はわた しの 母が 着た 物で ある。 母 

もとう に 歿して しまった。 が、 わたし は 母と 一し よに 

汽車に 乗った 事 を 覚えて ゐる。 その 時の 羽織 はこの 小 

しま おめ と かく 

紋か、 それとも あの 縞の 御召し か？ —— 兎に角 母 は 

うし きせる く は 

窓 を 後ろに きちり と 膝 を 重ねた 儘、 小さい 煙管 を啣へ 

てゐ た。 時時 わたしの 顔 を 見て は、 何も 云 はずに ほほ 

ゑ 

笑みながら。 

ことし 

(何かと 思へば 竹の 枝 か、 今年 生えた 竹の 枝 か。) 

しろち や はかた 

この 白 茶の 博 多の 帯 は 幼い わたしが 締めた 物で ある。 



わたし は脾 弱い 子供だった。 同時に 又 早熟な 子供 だつ 

た。 わたしの 記憶に は 色の 黒い 童女の 顔が 浮んで 来る。 

なぜ その 童女 を 恋 ふやう になった か？ 現在の わたし 

むし みにく 

の 眼から 見れば、 寧ろ 醜い その 童女 を。 さう 云 ふ 疑 

問に 答 へられる もの はこの 一 筋の 帯 だけで あらう。 わ 

しゃうな う に ほひ 

たし は 唯 樟脳 に 似た 思 ひ 出の 匀 を 知る ばかりで ある。 

(竹の 枝 は 吹かれて ゐる。 娑婆 界の 風に 吹かれて ゐ 



わたし は 偶然 垂れ 布を掲 けた。 …… 

妙に 薄 曇った 六月の 或 朝。 

はち だい ことう ぎゐん 

八大胡 同の 妓院の 或 部屋。 

た ぬの こくたん テ エブル 

垂れ 布 を 掲げた 部屋の 中には 大きい 黒檀の 円卓に、 

し な ひと リ びゃくえ リ やう ひぢ 

美しい 支那の 少女が 一 人、 白衣の 両肘 を もたせて ゐ た。 

わたし は無鎂 を恥ぢ ながら、 もと 通り 垂れ 布 を 下さ 

もく おん 

うとした。 が、 ふと 妙に 思った 事に は、 少女 は 黙然と 

坐った なり、 頭の 位置 さへ も 変へ ようとし ない。 いや、 

ようす 

わたしの 存在に も 全然 気の つかぬ 容子 である。 

そ It 

わたし は 少女に 目 を 注いだ。 すると 少女 は 意外に も 

力 す ま、.^ た 

幽かに 眶を とざして ゐる。 年 は 十五 か 十六で あらう。 



とっさ みな * き 

わたし は 咄嗟に 発見した。 この 顔に 漲る 感情の 何 

力 を！ 

妙に 薄 曇った 六月の 或 朝。 

はち だい ことう 

八大胡 同の 妓院の 或 部屋。 

わたし は その後、 幸か不幸か、 この美し い 少女の 顔 

程、 病的な 性慾に 悩まされた、 いたいたしい 顔に 遇つ 

たこと はない。 

日本の 聖母 

やまだ ゑ もさく あまく さ じゅたい あぶら ゑ 

山 田 右衛門 作 は 天草の 海べ に 聖母 受胎の 油 画 を 作つ 



た。 すると その 夜 聖母 「まりや」 は 夢の 階段 を 踏みな 

がら、 彼の 枕 もとへ 下って 来た。 

*5 もさく 

「右衛門 作！ これ は 誰の 姿ぢ や？」 

「まりや」 は 画の 前に 立ち止ま ると、 不服 さう に 彼 を 

振り返った。 

「あなた 様のお 姿で ございま すご 

「わたしの 姿！ これが わたしに 似て ゐる であらう か、 

この 顔の 黄色い 娘が？」 

「それ は 似て 居らぬ 害で ございます。 」 

ゑ もさく ていねい 

右 衝門作 は 叮嚀に 話し つづけた。 

「わたし はこの 国の 娘の やうに、 あなた 様のお 姿 を 描 



き 上げました。 しかも これ は 御覧の 通り、 田植の 

しゃう ぞく んく わう 

装束 でございます。 けれども 円光が ございま すから、 

世の常の 女人と は 思 はれます ま い。 

うし あま あが すゐ でん 

「後ろに 見える の は 雨上りの 水田、 水田の 向う は 松 山 

でございます。 どうか 松 山の 空に かかった、 かすかな 

虹 も 御覧 下さい。 その 下に は 聖霊 を 現す 為に、 珠数懸 

け 鳩が 一 羽 飛んで 居ります。 

ぎよ い 

「勿論 かやうな お 姿に したの は 御意に 入らぬ ことで ご 

ざい ませう。 しかし わたし は 御 承知の 通り、 日本の 

ゑ し 

画師で ございます。 日本の 画師 は あなた 様 さへ、 日本 

人に する 外 は. j ざいますまい。 何と さやう では > /ざ い 



巻きの 洋傘！ わたし は 今でも 覚えて ゐる。 あの 小さ 

い 女の子の 下駄に は、 それだけ 又 同情 も 深かった こと 

を。 

うばぐるま まへ 

最後に あの 乳母車！ あれ はつい 四 五日 前から、 

格子戸の 中に ある やうに なった。 見 給へ、 男女の 履き 

物の 間にお しゃぶ リもー つ 落ちて ゐ るの を。 

わたし は 夜寒の 裏通りに、 あかあかと 障子へ 火の 映 

ちゃう ど 

つた、 或 家の 玄関 を 知って ゐる。 丁度 まだ 読まない 本 

ちくじ 

の 目次 だけ ざっと 知って ゐる やうに。 

(大正 十一 年 十二月) 
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